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クロムタ リウム ミョウバ ンの赤色 竣収線のゼーマン効果 0:)異方健から,この
遷移が磁 気双極子遵移に よるものであることが,実線的に明 らかたされ, また,
強磁場下の測走によ って隣葦2吸収顔 のパ ッVエ ソバ ック効果が観測され,配
j立子場理論によう説明がなされている O クロムグ ァニチン硫酸は強誘電礎 で替
るれ 内部竃喝に よるtl,-タルク効果が見つ.か り, Cr を Aeで うすめ畠と吸
収嫁の7本への分裂が観測 され,これは7つの異な る電場 を感 じるサイ トの存
在によ って説明かつ くOこの実数例 は書封本の分光挙上始めてのものである0 億
度箪係 では多核錯体の帯磁率 の研究 を行 ってお り,クロム4核留体の CTS+ ィォ
ン間の交換相互作用が度胸 と大きさについての知鬼を樽 ているoijulK でない,
毘方(､モよ -ては徴綾子 と考えられる系 揖研究 とい う立場か ら興味かあるO磁気
鴇測J/王を碓砥温,脚 韻場 に延境す るべ くパルス強磁 壊制定案買,新男鋸肖櫨温度
ノ生成表意 を組立て中である. なお,有機化 合物 7T電子系聖物性論 ,7戌 場 示 ら研
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我々の潮 究室は*村場二教確が理学部,から65年に移 って以来,数年金環合
金の碗性 を甲心に研究をすすめてき･r=O符に面心立方鉄の磁 性 をまだ充分には
解決 され ていない金屑 0)磁性の解明への一つの手がかりと考 え,面心立方構造
をとる Invar型鉄合金 一 中でも Fe65 (Ni一_XMux )55 の組成で示 さ
れ了る三元合金についてメスバ ワ-効果,電気砥抗 ,中性子細Li':1]折など, 多方面I
の実鞭手段 を伺いっつ研究 をすすめている｡ この合金系は､Fe-Ni側 の強磁性
領域から, Fe-Mn側 の反戦磁 壁領域にわたる今域固潜であ9'とともに,強敵
娃 ･反強磁性の両方 の性質の移 りかわ りが邑られるとヤ､う捧徴があ り,tのこI
とが, この合金系に着 目した主な根拠 でもあ る｡すでに或 々の研究室において
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多 くの結果 を待 ているが,中でも, メスバワ-:･嘉U采 の制定に よ って,強磁 性領
域では Fe の四郎 鐘場が天 きいのに対 し,反強磁 性碩域 では小 さな内善臣考がみ
られたことに注 目し,葺e~の状磐が明 ら-かに両領域で畢 って奉 り Fe-Ni廟 で
は局在的 .Fe～地1側 では band約である ことを知 ったO 電気艦抗測定によ J'
て,その考 えをうら付ける ことに既功rしているOこの考 えで Invar効果が説
明できる句絹蟹を考 え,熊石影張など{DJ･-判定 も行 -ているQ
この他に も,責金属 と CT.Il,In などの金属勧 ヒ含物の磁性お よび電気的性愛
tfL,研究を'行 ってい るOまた, Ce を中心 とする軽稀土類 は墓稀土類 と･ほい くら
か巽 -'た性 質 を示 すことに注 目して,現在,毎痛土嚢 金属 とP族元素 との食塩
塑金環覇イセ含物 の電 軽 -(?_)しらペているC すでに Ce化合物で符葦な磁気的ふるま
いを見出 しており,それを追及 して,磁 気約 ･電気約位貨 の実験.:li).研究 もつづ
け1ている O
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巌 も Ortnodoxな磁 性の研究室であ るC 講座 の名前 は金環斬庭草研究室 で
あるが,金属のみならず,有機物 まで とりあつか っている O 大 き く二つのG-Ilo.lP
に分 けられ る｡
高木教 授 と自片 助手 を中心 とした無機結晶の Group は金属および,金蔵推･
化 合物の電子状態 と,磁性 の関連 を主 として追求 してい るO金床電子 の局在,
分極に興味の頑心があ り,磁気分極や磁 気的相互作用が,結晶構造や温 度の よ
うFfParameもerに強 く影響 され る Cr,Mn,Fe の不安定梢に商する Data
を集めているOこの ような目的のために今 までは主 として他の遷移金鶴 との置
換塑合金が使われ ていたが,磁気能率 をもたない不純物 を用いた侵入塾合金 を
重点的に伺いているQその他,希土噂金属についても鹿 島覇道 と磁性,伝導 竃
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